
トリフラート活性化剤
核酸
合成

立体選択的なホスホロチオアート結合形成に！
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⚫ 爆発性や毒性が懸念されるテトラゾール骨格を含まない
⚫ ホスホロチオアート核酸の立体選択的な合成に有用

特長

コードNo. 品名 構造
規格

容量
希望納入価格

(円)CAS RN®

130-19221
N-Methylbenzimidazolium Trifluoromethanesulfonate
【略名：N-MeBIT】

核酸合成用 5g 18,000

138-19222 361447-89-4 25g 61,000

161-29041
N-(Phenyl)imidazolium Trifluoromethanesulfonate
【略名：N-PhIMT】

核酸合成用 5g 17,000

169-29042 361447-81-6 25g 55,000

オリゴヌクレオチド合成では、ヌクレオシドとモノマー（ヌクレオシドホスホロアミダイト）の
縮合に活性化剤が用いられます。従来の活性化剤はテトラゾールまたはその誘導体が広く
用いられていますが、爆発性や毒性の観点から大量合成における使用は危険性が懸念さ
れてきました。そこで、古くから代替活性化剤が研究されています。

その一つに、置換イミダゾール誘導体または置換ベンズイミダゾール誘導体のトリフラー
ト塩とする活性化剤があり、ホスホロアミダイト法によるオリゴヌクレオチド合成において優
れた活性化剤として作用することが知られいます。さらに、ホスホロチオアート核酸の合成
では、立体選択的なホスホロチオアート結合の形成が可能であることも報告されています。
テトラゾール代替として工業的な利用も期待できる活性化剤です。
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▮反応例

⚫ 立体選択的なホスホロチオアート核酸の合成
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